
友
愛
日
本
語
学
校
開
校
、
北
海
道
中
国
帰
国
孤
児
定
着
促
進
セ
ン

タ
ー
所
長
な
ど
の
役
を
引
き
受
け
、
活
動
し
て
い
る
。

あ
こ
が
れ
の
満
鉄
に
入
り
十
三
年
、
そ
し
て
敗

戦
　 

福
島
県
　
渡
辺
忠
　 

昭
和
七
年
五
月
、
故
郷
を
離
れ
て
渡
満
の
途
に
つ
き
、
五
月
十

三
日
、
安
春
線
の
宮
原
に
到
着
し
、
駅
を
お
り
て
、
満
州
で
の
第

一
歩
を
記
し
た
。
当
時
宮
原
駅
の
助
役
を
し
て
い
た
叔
父
を
頼
っ

て
渡
満
し
た
私
の
夢
は
、
叔
父
同
様
満
鉄
に
入
る
こ
と
だ
っ
た
。

昭
和
九
年
九
月
、
入
社
試
験
に
パ
ス
し
て
、
奉
天
列
車
区
に
配
属

と
な
り
、
九
月
十
六
日
初
出
勤
し
た
。
満
鉄
社
員
と
し
て
の
苦
労

の
始
ま
り
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
五
月
、
車
掌
拝
命
。
満
鉄
現
場
の
花
形
と
い
わ
れ

た
車
掌
に
な
っ
て
、
天
に
も
の
ぼ
る
心
地
だ
っ
た
。
運
転
車
掌
、

客
扱
車
掌
と
し
て
連
日
列
車
乗
務
に
専
念
し
た
。

昭
和
十
四
年
三
月
、
安
奉
駅
の
橋
頭
列
車
区
に
転
勤
と
な
り
、

橋
頭
に
移
住
。
安
奉
線
の
奉
天
、
安
東
間
が
乗
務
区
間
だ
っ
た
。

当
時
安
奉
線
周
辺
は
、
匪
賊
が
出
没
し
て
治
安
状
態
が
悪
く
、
そ

の
た
め
、
関
東
軍
の
独
立
守
備
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
。
同
年
八
月
、

守
備
隊
の
装
甲
列
車
に
一
か
月
間
乗
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
兵
隊
さ
ん

と
起
居
を
共
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
十
五
年
九
月
、
広
沢
登
茂
子
と
結
婚
。
本
渓
湖
市
宮
原
区

の
満
鉄
社
宅
に
入
居
し
た
。
こ
こ
で
三
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
。
初
め
て
の
土
地
で
、
妻
に
は
苦
労
の
か
け
ど
お
し
だ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
、
列
車
乗
務
か
ら
内
勤
車
掌
と
な
り
、
交
番

係
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
時
ダ
イ
ヤ
で
、
そ
の
う

え
、
二
か
月
ご
と
に
ダ
イ
ヤ
は
変
更
さ
れ
、
一
日
一
日
が
苦
労
の

連
続
だ
っ
た
。
昭
和
十
七
年
に
橋
頭
列
車
区
は
な
く
な
り
、
宮
原

列
車
区
と
な
っ
て
独
立
し
、
い
っ
さ
い
を
宮
原
に
移
転
し
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
一
日
付
で
、
南
新
京
駅
助
役
を
拝
命
、
家
族

を
宮
原
に
残
し
て
単
身
赴
任
し
た
。
駅
の
勤
め
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
広
島
に
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
一
瞬
に
し
て
焼
け
野
原
と
な
り
、
数
十
万

人
の
貴
い
人
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
戦
争

の
末
期
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。



八
月
九
日
、
新
京
か
ら
疎
開
列
車
が
運
転
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
駅
員
全
員
朝
七
時
か
ら
部
署
に
つ
き
、
疎
開
者
の
誘
導
乗
車

に
一
日
中
汗
だ
く
で
動
き
ま
わ
り
、
食
事
を
と
る
暇
も
な
い
い
そ

が
し
さ
だ
っ
た
。
初
め
は
客
車
だ
け
、
つ
ぎ
は
有
蓋
貨
車
、
そ
し

て
無
蓋
貨
車
と
な
っ
て
無
蓋
車
の
方
は
気
の
毒
だ
っ
た
。

夜
の
八
時
過
ぎ
ま
で
全
員
よ
く
働
い
て
く
れ
た
。
体
は
く
た
く

た
だ
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
終
戦
後
三
日
目
に
ソ
連
軍

が
進
駐
し
て
く
る
と
い
う
の
で
、
駅
長
と
助
役
に
貸
与
さ
れ
て
い

た
二
丁
の
■
銃
を
、
油
を
注
い
で
石
油
の
空
缶
に
収
納
、
駅
舎
の

南
の
大
き
な
二
本
の
楡
の
木
の
間
を
掘
っ
て
■
銃
を
入
れ
た
空
缶

を
埋
め
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
、
新
京
支
社
で
辞
令
を
受
け
、
三
か
月
半
ぶ

り
に
家
族
の
も
と
に
帰
っ
て
き
た
。

昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
三
日
の
引
揚
ま
で
の
苦
労
は
な
み
た

い
て
い
で
は
な
か
っ
た
。

コ
ロ
島
か
ら
の
引
揚
げ
船
で
は
、
庶
務
要
員
を
仰
せ
つ
か
り
、

引
揚
げ
ま
で
の
治
安
状
況
な
ど
に
つ
い
て
書
か
さ
れ
た
。

見
捨
て
ら
れ
た
在
留
邦
人　 

埼
玉
県
　
吉
田
ア
サ
子
　 

昭
和
十
八
年
十
月
、
共
立
女
子
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
父
の
世
話
で
、
奉
天
市
萩
町
の
官
舎
に
、

弟
、
姉
と
子
（
四
歳
）
と
、
私
の
四
人
で
渡
満
し
た
。
そ
し
て
四

月
よ
り
私
は
奉
天
市
立
第
二
女
子
中
学
校
教
諭
と
し
て
、
不
自
由

な
き
平
穏
な
生
活
に
入
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
ソ
連
軍
の
参
戦
か
ら
奉
天
市
の
中
国
人
市

民
の
せ
ん
動
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
、
日
本
人
に
対
す
る
態
度
も
変

わ
っ
た
の
で
、
一
時
的
な
避
難
の
た
め
、
準
備
を
し
て
い
た
、
八

月
十
五
日
、
終
戦
の
詔
勅
が
放
送
さ
れ
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
に

な
っ
た
ん
だ
と
不
安
と
心
配
が
ふ
く
ら
み
、
父
の
帰
宅
の
遅
れ
に

心
配
が
つ
の
り
、
た
だ
、
お
ろ
お
ろ
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
父

は
夜
遅
く
、
大
き
な
荷
物
を
持
っ
て
帰
宅
し
、
食
事
も
忘
れ
、
状

況
の
不
利
を
説
明
し
、
今
後
の
処
置
に
つ
い
て
、
女
、
子
ど
も
二

人
は
、
男
装
に
近
い
服
装
に
変
え
、
髪
は
短
く
す
る
こ
と
、
帰
国




